
起 爆 薬 類 の 反 応 性 (第1報)

富 家 の 熱 分 解

山 本

t. 椿 油

留管に用いられている起爆薬頬の多くは,熱や術撃

に対する感度が高く,反応性に甘んでいるため,軽微

なエネルギーによって,容易に分解したり爆轟を生起

したりする｡

こうした起爆薬軌の反応性については,古くから研

究されているが,煉弗生起の機構や,その歩跡 こつい

ては,いまだに不砲危な襲来もあって,起爆薬額を工

菓生産に有効に利用してゆくためには,反応性や,煤

轟性について,文に詳しい検討が必∃掛こなってくる｡

爆発生起の機構を解明するには,祐速度の爆発反位

を何等かの形で抑制し,牧迎分解を行なわせて研究す

る必要があI),このため古くから熱分解の手法が用い

られて来た｡

払rthclotl)紘,19世紀に,起爆薬の熱分矧 こつい

て研究し,熟爆発理論を捷唱しており,Woh)erわや

Martine8)等は,分解ガスの断熱庄1掛こよって,隣接

する分子を熟均に励起して爆発を生起すると湾･え摩

擦,衝撃による爆発の生起も熟に起因するものと考え

た｡

このような熟起爆脱は,起爆薬の熱感度と衝撃感度

のF.plに相関性が見出されないため,Carll)によって批

判されている｡

Garner等柵 は,アザイドの熱分解を研究し,物

理化学的な考森を加え,爆発を生起する桝の級慢な分

解過掛 こ,爆発按を生成するという仮定を放け,共軌

結果に果づいて,隣接する分子が同時に分解する地率

を計算し,爆発生起の挽解を脱明した｡又,鍵但な分

解を行なうさいには,非爆発性物質に変化する過掛 こ

ついても,合理的な解明を与えた｡

Kallmand,SchrankJer7)及び Muraour等○)は,

こうした説を支持する結果を得ている｡

又,An dreevO)は,分解過払こ於ける熱の発生速度

を歪祝して爆発生起を考癖し,Charilon,RatnerlOIや

Macdonatdn),HaWkes,Wi-1kler)i)は,隣接する分
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子の同時分解説を否定して,全ての燥轟の生起を熱に

よって説明しようと試み,爆発の熱槻柵を魂祝した｡

ScmcnovJ3) は,中間生成物の触媒作用を仮起して

Garnerの取扱いの頼経さを解消した｡然し.LMll生

成物の実証もなく,又,起爆薬が,絞慢な熱分解によ

って,非爆発性に移行する現免を合理的に脱rylするこ

とは不可能である｡

こうした種々な学祝は,特定な起爆薬について行な

われた研究結果を,全てに適用するために不合理を生

ずるとして,Patry14)は,起爆燕を潜水型とアザイド

型とに分類した｡

鈴木氏'S)は,長子化学的考穀を加え,PaLryの分析

を佳正し,又,Garnerが仮超した'G康の二次構造を

英証し,物理化学的な概念の盛蛮性を説いた｡

近年,このような研究は軍に進められ,GarncrlC),

BawnlT)は,固持論の放念を導入して反応性を冶じ,

BtTWden,Yoqe13)紘,従来の研究を兆約して,詳細

な実験から,爆発生起に関する数々の現象を明らかに

している｡

本報文は,雷管の起爆薬として古くから披用されて

いる雷東の熱分解反応の研究を行なったものである｡

智東は,Hg(ONC)2の分子構造をとり,冊酸イオ

◆ ･･= - ･･ ◆

ン払 :0=三N =C:と, :0-N ≡C: のこ鹿

体の閑に共鳴構造をとるが.弗唱体の 数が比枚的少な

く,従って,共鳴エネル ギーも大 き くない｡又,

Fajansm)の理論からも,HgHイオンのイオン半径は

小さく,従って,その分極作用は大き く,これがため

の富概イオンのイオン結合性を減少せ しめる結兆,分

解性は大であることが推論される｡

工業的に用いられているものは,殆 ど粗製部束で,

純度は 97.-98% であるが,純度が高 くなるにつれて

安定性は増大し,熱分解反応の生起は 前 掛こ移行し分

解速度は大きくなる｡

雷兼は,発熱分解を行なう以鰍 こ結 晶の蛸感が認め

られ,結晶は細 に破砕されて,Ⅹ線的には無定形構

造に変化しつつ,多量に熱を発生する高速分解を生起
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する｡

熱分解の過振では.蜘 'tJに鋭感になる状態が蕗めら

れるが,叔憤な分解を継続するときには,非爆発性物

質に変化する｡非爆発他物質に転移する幽界灸件を,

元素分析によって検肘した結果,雷兼では,炭楽が約

2/3に減少したときと推始された｡

この外.X線回折や叱-11瓢徴鍬 こよって梯々な懲戒

の結晶構造や衣面の状腿を税糾し,熱分解を行なうさ

いに,結晶がどのような過振を経てJbJ蟻するかについ

て研究した｡

2. 実 験

2.1 拭 料

工文的に分収された印封節水を銑料としてJ7Jいた｡

純皮の低い解凍 (就料a),は,柁放浪睦 47%,Elh'.1;

反A:温度,73℃で合成した｡就料,b,C,Jの合成は,

いずれも硝酸濃度,6l～62%,叔揃Lk応温腔,90-93

ccで行なった｡

純度分析は,チオ硫酸ソーダ払 叫で行なった｡即ち,

次式の反AL'･が定流的に過行するので,過剰のチオ硫酸

ソーダを,ヨードカT)料紙で叔粉を指示薬として滴定

する｡

Hg(ONC)2+2N払ヱS2O3+比.O

-一一HgS.06+2NaOH+NaCN+NれOCN (1)

火験には,机妃した如く,t7ットの典る 爪,b,C.d

の4櫛EIの珊虎を紙料として蚊用した｡チオ硫酸ソ-

ダ法によって定盤した,各紙料の純度は.夫々,a;89.

2%,b;98.3%,C:98.6%,d;98.3% であった｡

試料Cを標昨机斜欝康として,火映にはjiにこれを用

いた｡但し,紙料,b.C,dは結IEIJの外観,大きさ等

に組著な差は認められなかった｡

2.2 魚分解反応

Fig.1に示す示差熱分析裳政を用いて,紙料Cの伊

東の熟的な変化を内定した｡熱中性剤には a-Al.0さ

を用いた｡加熱避妊:は 5℃/min.に調節した｡

発熱,吸熱温度,及び炉弧の約定は,XYレコーダ

ーを使用した｡

三英製作所剖細田式熱天秤を用いて,試料Cの衝兼

の加熱波虫を湘定した｡示差焦分析,加焦減放火に,

雰囲気は大気中 Iatm で突放した｡

又,曲紳封作所臥 JJ'能有税元瀬後免速見分析装匠

UM-2型の加熱称を改良し,反応管内の昇温速度を

10cc/min.になるように凋鼓し,炭酸ガス欠涜中で野

乗の熱分解を行ない.発生する蛮来ガスをアゾトメー

ターに姉娘定放した｡

2.3 加鰍=よる結晶の変化

耽料Cの簡束を,撤点測定常を改良した加熱撤微銘

によって,3cc/min.の速度で加熱して,結曲の変化
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Fig.I Furnacel叩OuLEord抑crenthl

ltlermalanalyslSFurnilCC J3

Sampletut光(Silic
･.1) LJReEcreneematerh] S

(a-A1203) Meblblock(Bmss)ProtectLubc(Sili

c

a)Sample'
III;Cu-K一hcrmocuple 'r2;Ar-Cr

Lhcrmocuplcを巨視的に観鎖した｡r･71-飲料を屯--(･抑微鰍 こかけて,結晶表面

の状旗を炭楽秩Y･淡によって親鰯した｡又.L30

℃ の温度で30分附加熟した釈料について

も実験を行なった｡ガイガ一g.
X線舷折袋田を用いて,粉末法によって種々な常永の結晶

構造の変化を調べた｡2.4 加地処理した℡兼の性波紋

料Cの常水を,大丸中で LOO-J50℃ の温度で,10-30分問熱分解して,rJfJ肥元淋分析袋

田によって.炭素,寛払 酸瀬を延Jitした｡Ⅹ線分析によって同一

条件で熱分解した館兼の紡ml的迫を洞べた｡更に,Fig.Iの示差熱分析装匿を用いて 100℃,12

0cc,130℃ で夫々 30分問熱分解した富来の熟的な

性質を調べた｡採取試料は )5mgで実

験したため,試料をa-AlzOIをにはさんだ,所荊サ

ンドイ･/チ法を用いた｡2.5 田兼の蛾 と反応

性試料 a,b,C,dの雷束を.元淋分析装

匿によって分析し,庚難と窒素のEtを定放した｡

Ⅹ線分析を行なって,不純物の輸出.結曲解適の遊界を

調べた｡示差熱分析によって,各拭科の熟的な射臥

発火点を調べ,2.2でのべた元楽分析袋田を改良

した重来ガスの塩魚装虻によっ

て,炭酸ガス気流中で熱分解を行ない,蛮楽ガスの発生適度を比放し

た｡昇温速度は,Io℃/min.で突放した｡

3. 爽験括集並びに寄集3.1 留家の魚分解反応純

腔 98.60/.の拭料Cの鮒兼を用いて.熱分解過粒の熱的な変化.及び加熱減地を測定した結
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.曲線から明らかなように,電束は 140℃ で発熱を開始し,1

60ccで加速され,)80℃ で爆発する｡加熱

減点曲線では,減免を粥始する温度は DTA.曲線で発熱に在移する温度と一致し,ガスを放出

して発熱分解を行なうことを示唆している｡留戒が,次式で示す反応式によっ

て分解するとすれ描,蛮索ガスを発生する｡Hg(ONC)

2- Hg+CO+N2 (2)元来

分析装既を改良した装腔によって,炭酸ガス気流中で,加熱速度を 10℃/min.

として実験した紡巣を Fig.)に示す｡結果から

明らかなように.150℃ で蛮楽ガスを発生したじめ,160℃ 以上になると加速

され,200QCでほぼ分解を完了する｡盛栄

ガスの発生を生分解の生起であると考えるならα,DT

A.曲点からも明らかなように,この分解は発熱であ

るので,温度上昇と典に爆発核の生成は容易となり,核の大きさが,ある限界を越えれば,熱連

鎖的にも爆薬を生起することが予想

される｡3.2 加点による括晶の崩壊曾双を 3

℃/min.の速度で加熱するときの結晶の変化を 100×の顕微鏡で観察した｡ この結果を Platel

Yol.21.No.5.1I一3 tl仲 】

p

AtoIBEIVetT>叫○丘TX｢Fig.3 TherJnarJecomposiliOnOE

merculyfulminateS
ampleweight;6.15mgHea

tingrate ;io℃/milt.COヱStrea

m ;4-5ml/min.に示す｡写京から

明らかなように,120℃ 迄は外観に変化は認められないが,140℃ では結晶は完全に失透

して帯神色となり小さく破砕されはじめる｡160c

c近傍では,結晶の微細化は賓に著しくなりシャープな形状を失い,クラック

の入った部分からガスの発生が認められる｡この傾向は

180℃ では賓に著しくなり,220℃ 以上になると,破砕飛散した小さな新曲片はガス化して,

温度上昇と典に次第にその数を減じてゆく｡富来の

発火点は,加熱速度 5℃/minの場合には,約 180ccであるが,発火点よりも低い温度で,結晶

は小さく破砕されて分解が加速されてゆく｡加熟

した留兼の結晶表面がどのように変化するかを寵子輔微鍬

こよって観察した結果を Phte2に示す｡常束は常温

では Plate2-A に示すように,微細な結晶片

が典鎖されて一つの結晶を構成しているように見受けられ

るcl30℃ で 30分加熱する場合には結晶架i

剛ま朋壊して,明瞭な結晶形は認められない｡Ⅹ線

分析によって,雷瀬の結晶構造を調べた結果をFig.4に示す｡雷束は常温では 1.07-

5.22Å の大略21本の線が謬められる｡100℃の温度で

30分間加熱した雷束は,Fig.4-Bに示すよ

うに,結晶構造には大きい差が認められない｡然し,12

0℃で30分間加熱する場合には,結晶はかなりJhれ,1

30℃で30分間加熱するときには, Ⅹ 線的には完全に無定形構造乃至



Phtel･ Decompositionofmercuryfulminatebyheat.

Heatingrate;3℃/min. hhgn.
;XJooA;25cc, B;120

℃, C;140CCD;160cc, E;Iるo℃, F;2

20℃L = _-: . .aA a

Phte2･ ElecLronmicro

graphsoEmercury

Eulrninates.A;Heattrcat]ng,none
B;HeatLrcallng,130cc,IOrni

n.このように部兼は,爆発を生起する跡 二組馴ま臓

蛾して,正規の納品点には構成分子は存在せず,二次構

造lnと称せられるモザイク構造をとり

つつ.拓術の構造に封 ヒしてゆくことが明らかになった｡14 (248) Oh●▲■■冨 ○▲I負0

0
1 2 3 4 SDIO

t●血CeOrPIGJ)OFig･4



3.3 加飴処理した℡兼の反応性

熱分解した懲戒の成分元来の組成を,元素分析によ

って定見した結果を TzLblel.に示す｡熱分解の初期

の過笹で札 Tab]CL から明らかなように,相対的

に戊来原子の汝少串が大きく,蛮楽原子の減少率は少

く,軽僚な分解過程では雷散イオンの分解によって敦

索原子は田体中に攻存する款が多く,炭素原子は脱酸

ガス,又は一酸化炭素として放出されると見供される｡

常温では,智東の炭雑の原子数の比が l:lである

ものが,100cc以上の温度で熱分解するときには.塞

素の比率が増加して来る｡

即ち,120℃ 以上の温度では.常兼は Hg(ONC)2

TAble.1 CarbonandnitrogencolllcnsoEmercuryfulminates
obtzLinedEronthermaldecompositions

の型ではなく,解放イオンは既に肋壊して炭素に比し

て東栄原子に宙んだ物質に変化しており,Ⅹ線分析に

よって,終曲が完全に無定形化する温皮と一致してい

る｡

従って,鯛剰 ま熱分解の初期の段階では(2)式に示

すような坤純な分解を行なうものではないと考えられ

る｡加熱時P7)が充分長い場合には.100℃ に於いても

鮮血は胸放し,辞便なガスの発生が認められる｡

発熱分矧 こ転移する机の過程では,脚 こ結晶を構成

する分子や原子の毘列が乱れるだけでなく,ガスを放

出して,成分組成も変化すると弗に結晶の例蛾がはじ

まると考えられる｡

加熱処理した雷求を,示弟熱分析によって熱的な反

応性を調べてみると,Fig.5のようになる｡即ち.Ilo

℃ で30分問熱分解した晋兼は,光分解の解凍よりも

低温で発熱をP)始し.178℃ にピークを有する曲枚が

御られる｡試料の採取故が多い場合には,Fig.5のB

の DTA.曲線のピークの点で爆発する｡

120℃ 以上で熱分解したものは,完全に非爆発性と

なってくる｡勿除,非爆発性になる温度は,熱分解す

る鴨川が長い掛合には低温に移行して来る｡

従って,加熱することによって起燦薬が,熟的に鈍

感になったり,非爆発性物質に変化するときの条件は

iR庇と同様に.時間の要素も加味しなくてはな らな

い｡

加熱分解を受けた珊東が,熱的に銃感にな(),次で

非爆発性物質に移行するときの変化については明らか

ではないが,NAmyZlrLaZI)紘,シアノゲン化合物の3

Vol.21.No.5.1911
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Flg.5 DiuercntialthermalnnaIysisof
merctJry EulmillAteS Ot〉bined
Eromthermaldecomposition.

ThermaIdecomposition.

A;None

B;loo℃,知min.
C;120℃,aOmin.

D;L30cc,30min.

licatingrate;5cc/min.

モル瓜合を考えて l∞℃ で熱分解するときには次のよ

うな物質が生成するとした｡

aHg(ONC)2- Hg3(02N2C2)3 (3)

分解生成物を】掛こ)20℃ で熱分解するときには,

(4)式に示す反応がおこり,一酸化炭素と炭敢ガスが

発生するとした｡

2tlgs(02N2C2)3- Hg60与C8N)2

+3CO2+CO (4)

tAnghans約 は,この物質を ｢ビt)フルミン｣と呼

称している｡熱分解の過掛 こ｢ビt)フルミン｣の生成

(249) 15



があるとすれば,同体残朽中のlj排 と頚素の伸子款の

比は 1:1.5となる｡

Table･)に示すように,loo-140℃ の阻皮和田で

は,)40cc で l:1.5に近くはなるが.全訳料がこの

比になる組成はTl:在しない｡これは,シアノゲン化介

物の生成故が少なければ'末分解の常水が･lJ:lrT･る肘 '･

多く1,従って以瀬と蛮非の城子数の比が l:l.うよJ)

も小さくなって来る｡

Narayanaとは:AF験方法も典るので,戚衡な比駿は

できないが.100℃ に於いても既に炭掛 ま失われてお

I)'正規状版の比率が ):Jから伯しており,Nam-

yanaの結果とは多少鵜っている｡

100cc に於いて級悼な熱分解を行な･-)ときには,吹

式が想定される｡

Ilg(ONC).･- IIgOAC.N:

+HIC02+lJCO (ら)

又.120℃ 以上になると

rTg(ONC)!I- Hf!Ok'C,′N,,+NJ'CO,

+,.'CO+vN_･ (6)

となる｡

晋索を耽温で加熱する場ltには,見掛上 HgO▲C.

N!の生成が行なわれる｡僅かに分解した笛射 ま,栄

分解の常兼よりも熱的な反瓜:性に俊J),温度上昇と兆

に常兼との接触反応を増し,筋兼の分解を加速してゆ

くものと考えられる｡

非爆発性物貿-転移するときの組成は.元楽分析の

結果からは.戌瀬が大輪 1/3消失したときT･.この意

味からすると tAnJlhl.nSの粒晶した ｢ビt7フルミン｣

は爆発性物質の限界ということができる｡

314 飴分解性におよぽす純度の影昏

_T_某生産においでは,和々な斐川によって起爆頻の

純度が低下する場か ミあJ),こうした起爆張の分解他

や,安定椎を知ることは来m上弦賓である｡

Carln)は,潜水を合成する場合には椀称なものが

つくられることはあ))符か ′､として,何故の浪腔やJi

氏:温度について論及している｡不純滑求の分解性は,

遊般水銀や不純物の触媒作用によって促進され,純腔

が低下するにつれて,はやい速蛙で分解するとしてい

る｡

今迄の実験に蚊用した譜東の,チオ硫敢ソーダ法に

よって分析した燐は.98.6%の稀裂取説であるが純度

の見る'bt科 a,t).cl,dの4輔日の冊戒のJ丈R:他を検

討した｡

元素分析･に上って.IR#,窺寮を定Liiしてこの冊子

散の比を求めてみると,Table.2に示すように.この

比は l:1となl),純度の低い僻兼も領轍イオンのnt.

規の型であると推r起される｡

ld (250)

TAtI]e.2 CztrbonandNitmgenCOntentS

oEvariousmercuryEu]minates

占L;忘 訂~ t 占]& .Li;

!C(aoTi',oT･I"B hl.C聖
1 .

JI .7.49 r8.65

b r8.19

盲hLt可~㌫75

.･Nitrogen

1.00;0.99

).00:I.00

).00:I.00
).00:0.99

9.86I I.00:I.00

清瀬rllに含まれる不純物としては.命成反応の過程

から考戟すると,有捜水銀化合物等も含まれる可能性

があるが,'定性分析では荏酸のようなラジカルは検山

されなかった｡

純腔の低い'bt料Aの怒兼を,チオ硫酸ソーダに溶解

すると,給紙が鵬化しこれをiTf過すると,折紙上に遊

離水銀が認められることから,不純物としては.遊匪

水銀が大きい割合を占めると考えられる｡

Fig.6に X線分析の結果を示すが.飲料 8,b,C,

d,の珊兼は殆ど同一の寿折線が'eiられておl),8が性

かに敷皮が飼い軽度である｡

○

■■●■

亘o
a

0

0
1 2

3 4 与DIOtOnCeOrPl■zl

eFk･d X-Raydi打mctionsolⅦrious

mercuryluJminatesPurily

A;89.2%,b;98.3%.C;98.6%

.d;98.9%然しながら,写六法によって拭料Jl

とCの富来とを比較,+ると･Phte3･に示す
ように･就料8の潜折線はシ

ャープでなく,分際の度合も不充分で所謂,ディフ

ューズした線が得られる｡このような現象払 結晶栴道に誠

があったり,林子欠陥や介'ly.不純梯子が存在するときの特赦で.

溶解試験の籍果などから,結晶内に遊離水鮎が介在した



Plate3.
X-RaydiqmCtionoE mercury

EulminAles.
A;Samplea(89.
2%)

B;Samplec(98.
6%)

結ml形はa～d非に沌苛な差は認められないが,
純

度の低い館兼zLの結晶は若干敵城されたような微細な

鮮血Ji･を多く含んでいて,
路灰色を柿びている｡
純度の共る雷束を,
元素分析我駅によっ て襲来ガス

を定放し,
各温度に放ける窒楽ガスの生成速度を決め

た
｡この
細果をFig.7
に示す｡

甘

℡印pOPFLturOt
OcI

Fk.7
ThernAldecomposi一iorLrateOl

var iousmercuryfulminates.
Heatingrate;10cc/min,
CO:s tream;6mZ/min.

Puritya;89.2%,b;98.3%

,C;98.6%,d;98.9%純度のほぼ等しい

b,C,dの常戒は,いずれも,150cc近傍で分解

を開始し,分解避妊も 160-170℃で叔高位を示し.以下急

速に速皮を減じて,leo-190℃では,殆どゼpにな

る｡これに対して紙料Aは,分解をPf)始する温度は駒記

3着に比較して,10ccばかり

低くなるが,分解の加速される庇合及び叔荊速度は小さ

く,比椴的競慢な分解が高温まで肘枕する｡即ち.純度の高い電束では,分解をはじめ

る温度はVOI.24,No.5.19占3

]

3'.･;
く
,
又
,
分解速度は大きい｡こ
れに対して,
純度の

低い雷乗は ,
低温で分解をはじめるが,
分解速度は小

さい｡
示差熱分Vrを行なった結果をFig.
8に示す
｡
DTA

曲線から明らかなように.
熱的な変化は試料b,C,
d
の解凍については殆どrifJ-で,発
火点も180-I83℃

とほぼ一致した伍を示している｡
飲料aのL.
g刺も発熱に転移する温度及び発火点は

h
,C,
d よりも低いが,
発熱速射まⅠ)TA曲線からも

明らかな ように偶かに小さい｡

G
.

〇.zn
p
Jro

g
tBW

it一〇台
凸

○

Fig.8
DTA
.t raceoEvariousmercury

【ulminates

Samp]cweight;35mg,
TTeatingmte;5cc/min.
Purity:a;89.2
%
,b',

98
･3
%

C;98.0%,
d;98.9
%

†;Explosion

このように,
純度の低い帝京は低温に於ける分解性

は促進されるが,
爾東経庇の減少は見掛上,
純雷束分

の減少を示すために分解速度が低下するか,
或は加速

分解域で,
荘離した水虫の妨審作用が想定される｡
館乗の不純物は,
帯瓜内に過剰の水銀を含むような

構造が想起されるが
,
Gmy等
2 1)が 不完全構



この反応は発熱で,発火点は l恥℃ である｡純度の

低い雷栄は,Ⅹ線的には結晶構造には変化は認められ

ないが,結晶内に遊離水銀や欠陥掛造を有するものと

推定されるので,純度の高い常兼に比較して,低温に

於ける熱分解の生起は容易とたるが,その分解速射 ま

小さい｡

電束を加熱処理する場合には,条件によっては熱盤

感性を示すが,窒素原子が失われる場合には非糠敢性

に変化する｡

熱分解反応から,富来の遁世槻桝を推旨すると,汰

のような段階をたどる｡

第 1段階では,結晶構造が肋れ無定形化する｡姉2

段階では,結晶のJ棚乱 破砕がおこリ衆両横を増加す

る｡節3段階では,ガスを発生して分解する｡この分

矧 ま発熱で系を熱的に励起する｡弟4段階では,発生

する熟によって分解が促過され,系に充分なエネルギ

ーが帯耕されて,爆発を生起する｡

分解の初期の段階では,軌払内の不純原子や格子欠

陥などが,反応生起に盃重な役制を浜ずる｡然しなが

ら,爆発を生起するには,結GTの破砕によって外商の

急激な自由エネルギーの変化から,多鬼の熱を発生す

る高速分解が必要であI),熟迎机の槻柄を見逃すこと

はできない｡

加熱処理による鋭感性は,ラジカル又は,岬千を生

成する白地分解を行なうことが考えられる｡

追記,本研究を行なうにあたり,種々御指 導賄 っ

た九州工大,吉田教授,長田助教授,並びに旭化成雷

管工場,楽曲工場長,鈴木係長に対して厚く御礼巾し

上げる｡本和文は,エ業火邦換金,38年春季研究苑米

会で報告した｡
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TlledecompositionoEitscrystallinemole-

culesingeneralproceedsinseveralsteps,

8mdinitialstepinthedecompositionmay

involvethecolhpseoEcrystals.

ThecrystaloEmercuryfulminateuncrysト

alliヱeSatabout120℃,Andthenbreaksup

intoEragtnentsaccompaniedbythegeneration

oEgasatthetemperatureexceeding150℃.

TherateOEdecompositionprogressesin

proportionwiththeincreaseinthesurface

area. Mercuryfulminatedecomposc9with

generatizIgaurgevoluJneOEheatandgas.

Theheatgeneratinginslowtllermaldecomp-

ositionincreasesthetempemtureoEthesys-

temand丘nAllyinitiatesanexplosion.When

theheatingrateisveryslow,mercuryFul-

minatedecomposesslowlyintonon･explosiorL

subStAnCe.

Thedecompositionismainlythermal,but

itmaybeASSumedth8ttlleearly･stagedecO-

npositionwillalsobecausedbythephysicl

ochemicalchangeOfexplosivesinsolidstate.

Thegaseousproductsevolved from the

thermaldecompositionoETnerCuryfulminate

initsearlystagearecarbonmono･oXideand

carbondi･oXide,andinitsacceleratedstage,
nitrogengas.

With thedeterioration oEthepurityoE

mercuryfulminate,thedecomposabiliLyat

lowtemperatureincreases,butthedecompo-

sitionratedecreasesathigh temperatllre.

Theinitiationmechanism oEmerctLryful-

minatecomprisesthefollowingstage;Initial

stepinthedecompositioninvolvesthecoIh-

pseoEcrystalwhichmaybegoyernedbya

numberoEfactorssuchasthefomationoE

nucleionorwithinthecrystalandbythe

existAnCeOEEoreign･substancesandlattice

defects.

Thesecondstepisthebreaking･upinto

fmgmentsofcrystals.Thirdstepistheeyo1-

ulionofheatandgas. Thisdecomposition

is accelerated and leadsto theinitiation

oE explosion resulting from increasing

temperature ofthe system. (+Research

LaboratoryfortheDepartmentOfExplosives,

AsahiChemicalIndustryCo.,Ltd.)

転 伶 管 に よ る 爆 速 測 定 (第2報)

水島容二郎 ･中野 弟は ･田中率大事

1. 括 音

節 l報L)に報せした転換管による燥迎抑旋法で,そ

の後突放を行ない欺範の起爆邦について数 位 を御 た

が,文敵にないようなので発釆する｡

脚定装把の火掛 ま次のようで あ る｡Mullard祉封

1200AA,]200CA 転換軌 こ正規fti庄 (6kV)を印加し

位き,甘軸に垂庇に高周波笹界を迎統的に加える｡転

他肝の光屯FnHこ醗線状の起爆非の光学蝕を冶倫レンズ

で結んで阿くと,光屯田より発生する光偲子紙は揃周

波碇非のために偏向税政をしつつ.胡光i刷こ人射し光

Sl取払年BJH川
.支局罪深工毛細 所那7位 1■中神軒桁

vol.21.Nふ.5.1州

学蝕を再現する｡正線的に進行する燥轟波面の光点は

蛍光面上でサイン波枕の軌跡として卦 まれるから,こ

れを写苅妃録し,高周波政界転勤散と光学癌尺串を知

れば燦轟波面速度つまり僚速を求めることができる｡

従来法の必要茄瓜は Ikg 以上で,起爆薬をこのよ

うな大魚で取扱うのは極めて危険なため従来洲定例が

殆んどなかったものと考えられる｡転換管法では薬殺

は大政でも差支えないが,極少放 (50mg)でも四位な

く測定川来るし,煤塵伝橘の途中の経過も知ることが

出氷る｡

nft軸では測定例として任の歎班をあげたが.今回は

欺秤の虚根非について抑定位を得た｡
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